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研究成果の概要（和文）：今回は「漢訳聖書」のうち、特にポアロの『古新聖経』について研究を深めることが
できた。そのうち満漢合壁版では、そこに見られる中国語と満州語の対応関係について一つの知見を示すことが
できた。また、「漢訳聖書」の周辺資料のうち，マテオ・リッチあるいはその周辺者の手によるものと思われる
『拝客訓示』についても研究を進め、その語学的特徴や成立過程について一定の成果を得ることができた。な
お、『古新聖経』に関しては2018年度中に『古新聖経の研究』（仮題、関西大学出版部）として公刊の予定であ
る。

研究成果の概要（英文）：In this time, I was able to deepen my research on Poiro's the "Chinese 
Translation Bible". Among them, in the Manchuria and Chinese Edition, we were able to show one 
finding about the correspondence relationship between Chinese and Manchurian languages found there. 
Also, we are conducting research on "Baike Xunshi(talented guests)", which seems to be caused by 
Mateo Ricci or its surroundings, from the surrounding materials of the "Chinese Translation Bible", 
and have made certain results on the language characteristics and formation process I was able to 
get it. Regarding "Guxin Shengjing", it is scheduled to be published as "Studies of Guxin SHengjing"
 (provisional title, publication department of Kansai University) during 2018.

研究分野： 文化交渉学・中国語学

キーワード： 漢訳聖書　古新聖経　拝客訓示　マテオ・リッチ　モリソン　語学的特徴　満漢合壁　満州語

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 「彼ら（中国人）の書面語と日常の会話で

用いられる言語の違いはきわめて大きく、一

冊として口語で書かれた本はない」（マテオ

リッチ『中国札記』）とか「彼らの書写の方

式と会話は全く異なっていて、書写と通常の

会話が同じと考えるなら、それは笑い話であ

る」（セメード『大中国誌』）といった早期

来華宣教師たちの記述を俟つまでもなく、中

国語においては、書面語と口頭語には大きな

乖離があったことは周知の事実である。 

 しかしながら、一方で特に宋代以降の朱子

や仏教関係の語録体の文章、あるいは明代の

旧白話小説や直解類といわれるジャンルの文

章の文体は話し言葉を元にしているとも考え

られている。たとえば、直解類について「あ

のような文体（＝直解の文体＝筆者）すなわ

ち文語・口語の混交体が口頭語としても存在

したことにもはや疑いはない」（古屋昭弘「明

代知識人の言語生活」1993）というようなこ

とも言われてきた。 

 こうした、いわゆる中国語の「文体」につ

いては、中国人よりもその周縁の人々、特に

ヨーロッパの宣教師たちは早くから敏感にそ

の違いを嗅ぎ取っていて、また言語学的素養

を背景にして、中国語の文体を真正面から取

り上げ、その中身について一定程度の科学的

な記述を残してきた。たとえば、ド・ギーニ

ュや、それをさらに発展させたロバート・ト

ームを始めとして、メドーズやレミュザ、ハ

ースなどの研究がそれである（詳しくは内田

慶市2010「近代欧米人の中国語文体観」を参

照）。そして、彼らの残した中国語の資料の

中で、量的にも質的にも中国語文体の研究に

有効で重要なものは『漢訳聖書』である。 

 『漢訳聖書』については、しばしば「文理」

「浅文理」「官話」、あるいは「文言」「半

文半白」「白話」といった三種類の文体に分

類されてきたが、三種の文体間の違いは何な

のかについては、これまで本格的な研究はほ

とんどなされてこなかった。文体の問題以外

に、『漢訳聖書』の系譜も未だ解明されては

いない。さらには、南京官話訳とされるメド

ハースト版とその後の北京官話訳との違い、

あるいはカトリック宣教師による『聖軽直解』

とのプロテスタント訳との継承関係など問題

は山積している。 

 近代における中国語の文体には、これら以

外にも、宣教師による「問答体」や「章回小

説」を模した文体なども存在しており、清末

民初にはさらに、梁啓超などの改革派の論説

体、あるいはその後の言文一致を目指した五

四文学運動における文体、識字教育における

文体等々がある。 

 一方、日本に目を向けると、域外漢語資料

として「唐話」資料があるが、そのテキスト

間に見られる「雅」と「俗」という対立は、

いわゆる欧米資料における文理、浅文理、白

話の違いとよく似た側面をもっているように

思われ、これについても近代中国語の文体と

いう総合的な観点からの詳細な研究が待たれ

ているところである。 

 近代における中国語の文体に関するこれま

での研究は、如何なる文体が存在し、またそ

れらの文体を分ける基準は何か、その場合の

鑑定語として如何なるものを設定すべきか等

の基本的な事項もほとんど解明されていない

のが実情であり、申請者および分担研究者の

これまでの実績を活かしながら本研究を真正

面から取り上げようとした所以である。 

２．研究の目的 

近代の中国や日本においては、「西学東漸」

と呼ばれる大潮流の中において、新しい事物

や近代的思惟方法の伝来と共に、言語におい

ても多くの新しい現象が生まれた。文体の面

でも、かつての書面語と口語の乖離という旧

来の文体のみならず、その混交体も起こって

くる。特に、ヨーロッパ宣教師たちは、この

文体についても非常に敏感で、文言、半文半

白、白話といった各種文体を用いたテキスト



を編纂し、聖書の漢訳などを行っていた。し

かし、こうした各種文体について、その具体

的な姿、それを分ける基準等の体系的な研究

はこれまでほとんど行われてはいない。本研

究では、近代中国語文体の諸相について漢訳

聖書を中心にその本質を明らかにしていきた

い。同時に、モリソン訳聖書の系譜について

も、そうした文体論の観点から解明していき

たいと考えている。 

３．研究の方法 

本研究は、中国語に如何なる文体が存在す

るか、それを分ける基準は何かなどを中心に、

これまでほとんど行われなかった近代におけ

る中国語の文体に関しての研究を『漢訳聖書』

を中心に行うものであるが、内田は特にヨー

ロッパ人の文体に関する専門的著作や論考を

取り上げて、そこに見られるヨーロッパ人の

中国語の文体観を明らかにする。塩山と朱は

モリソンの『漢訳聖書』を中心に、そこに見

られる文体の種類と内容を明らかにする。な

お、モリソン以外の聖書についても同時に検

討する。奥村は、日本における唐話および琉

球官話資料に見られる文体についての検討を

行い、その言語的特徴を明らかにする。こう

した個別研究を、さらに、総合させて最終的

に、近代における中国語の文体について体系

的な研究成果をまとめていく。なお、これと

併せて、近代中国語の実際についても検討を

進め、近代における「官話」の諸相や、『漢

訳聖書』の成立過程（たとえば内田2010,2012

でも示された新しく発見されたバセ訳聖書と

モリソンとの関係など）、系譜、言語的特徴

等も本研究の中で解明されるはずである。 

４．研究成果 

本研究に関しては、特に漢訳聖書の新しい

発見があったものを中心に研究を進めてき

た。このうち、ポアロの『古新聖経』の影

印版が台湾から 、活字版が中国から、それ

ぞれ出版され、私たちの研究に大きな手助

けとなっているが、これに加えて台湾中央

研究院の研究者から北堂版の古新聖経殘巻

の提供を受け、研究代表者が以前に発見し

たサンクト・ペテルブルグ東方文献研究所

所蔵の満漢合壁版との対照を行うことが出

来た。その成果は『『古新聖経』満漢合壁

版・北堂版ー影印與翻字』(游文舎、340ペ

ージ)という形で私家版として出版し、関係

研究者に配布した。 研究会は東西学術研究

所の言語接触班の研究例会に合わせる形で、

上述の台湾中央研究院の研究者を招請し、

漢訳聖書に関する講演会と、研究代表者と

分担者が研究発表を行うなど、3年間活発に

行ってきた。なお、研究計画にあった海外

調査もこの3年間毎年、ローマ大学、バチカ

ン図書館を中心に行い、新しい資料の発掘

を行った。バチカン図書館では幾つかのこ

れまで未発見の宣教師による官話資料を手

にすることができ、今後の研究に役立つは

ずである。また、この他、本研究課題と密

接に関連している漢訳聖書以外の域外漢語

資料を利用した研究も着実に進行すること

ができた。たとえば 、カサナテンセ図書館

蔵の宣教師による雍正帝の弾圧事件の供述

書に関する研究代表者やバチカン図書館等

に収められているマテオ・リッチの手にな

ると思われる「拝客問答」に関する研究も

深化させることができた。この「拝客問答」

の研究では、カトリックとモリソンを始め

とするプロテスタントが実は資料面では極

めて密接な関係になったことも私たちのグ

ループによって指摘され新しい知見を発信

することができた。なお、本研究は「文化

交渉学」を基盤としており、「文化交渉学」

に関してもその社会的認知度の向上と、方

法論の優位性について多 くの機会をとら

えて発表を行ってきている。研究分担者も

研究例会や国際会議では同じパネルで発表

を行ってきており、多くの成果をあげてき

た。このように、本研究の所期の目的はほ

ぼ達成されたものを考えており、これらの



研究は学界に大きく裨益するものと確信し

ている。 
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